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今月の主な内容
３面：台風12号の被災地へ

４面：公務員・資格取得目指す学生

７面：野球 同志社が４連覇へ前進

は
、
昨
年
ま
で
と
比
べ
期
間
は

長
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
瞬
に

し
て
過
ぎ
去
っ
た
よ
う
に
感
じ

る
▼
夏
休
み
は
様
々
な
行
事
が

各
地
で
催
さ
れ
た
。
代
表
的
な

も
の
と
し
て
夏
祭
り
が
挙
げ
ら

れ
る
。
出
店
が
並
び
、
多
く
の

人
々
で
賑
わ
う
。
個
人
的
に
は

心
躍
る
行
事
で
あ
り
、
こ
の
夏

も
い
く
つ
か
参
加
し
た
。
し
か

し
、
今
年
は
少
し
残
念
に
思
う

出
来
事
が
あ
り
、
素
直
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
▼
そ

れ
は
食
べ
物
の
出
店
の
１
つ
に

並
ん
だ
時
の
こ
と
だ
。
そ
の
店

は
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
運
営

し
て
い
る
店
だ
っ
た
。
並
ん
だ

時
は
す
で
に
15
ｍ
ほ
ど
の
行
列

が
で
き
て
お
り
、
10
分
た
っ
て

も
全
く
列
が
進
む
様
子
は
な

い
。
店
の
中
を
覗
き
込
む
と
、

店
員
の
作
業
は
ま
ち
ま
ち
に
、

他
の
店
員
に
買
い
出
し
を
要
求

し
始
め
た
の
だ
。
さ
ら
に
客
を

気
に
す
る
こ
と
な
く
作
業
を
中

断
し
、
差
し
入
れ
を
食
べ
始
め

た
。
結
局
並
ん
で
か
ら
商
品
を

受
け
取
る
ま
で
、
30
分
も
要
し

た
▼
こ
の
店
は
客
か
ら
ど
う
見

ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の

視
点
を
著
し
く
欠
い
て
い
た
。

こ
れ
で
は
客
は
満
足
し
な
い
。

せ
っ
か
く
の
お
祭
り
気
分
も
台

無
し
に
な
っ
て
し
ま
う
▼
11
月

に
は
六
甲
祭
が
あ
る
。
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
た
り
運
営
す
る
こ

と
は
楽
し
い
。
し
か
し
、
客
を

も
て
な
す
心
を
忘
れ
て
は
い
け

な
い
と
思
っ
た
。【
木
村
周
平
】

　

大
学
に
入
り
、

早
く
も
半
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い

る
。
正
直
あ
っ
と

い
う
間
で
あ
っ

た
。
特
に
夏
休
み

【１】　神戸大ローカル

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
し

た
。
そ
の
な
か
で
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
う
け
て
始
め
た
も

の
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ

た
の
が
「
都
市
安
全
研
究
セ
ン

タ
ー
」。
同
セ
ン
タ
ー
は
東
日

本
大
震
災
を
う
け
て
支
援
・
調

査
活
動
報
告
会
を
継
続
的
に
行

う
な
ど
復
興
支
援
の
あ
り
方
を

模
索
し
て
い
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
田
中
泰
雄
教

授
は
、
典
型
的
な
都
市
型
災
害

で
あ
る
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
、

超
広
域
型
災
害
と
複
合
災
害
か

ら
な
る
東
日
本
大
震
災
の
大
き

な
違
い
を
ま
ず
は
認
識
し
た
う

え
で
復
興
に
取
り
組
む
事
が
重

要
だ
と
指
摘
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
大
規
模
な
震
災
と

な
る
と
、
非
常
に
多
様
な
災
害

問
題
を
包
括
し
て
理
解
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。「
阪
神
・
淡

路
大
震
災
と
は
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
よ
う
な
、幅
広
い
人
間
、

　

８
月
３
日
、
神
戸
国
際
会
議

場
で
開
か
れ
た
「
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
―
神

戸
に
で
き
る
こ
と
―
」
と
題
し

た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
神
戸

大
の
福
田
秀
樹
学
長
は
講
演

で
、
神
戸
大
は
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
経
験
を
い
か
し
て
復
興

　

六
甲
祭
実
行
委
員
会
は
今
年

度
初
め
て
、
100
人
を
超
え
る
大

規
模
な
団
体
と
な
っ
た
。
そ
の

お
か
げ
も
あ
り
、
今
年
の
六
甲

祭
で
は
様
々
な
新
企
画
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
多
く
の
学
生
の
注

目
を
集
め
て
い
る
「M

s.

＆

M
r.C

am
pus K

obe

」
で
あ

る
。
神
戸
大
で
の
ミ
ス
コ
ン

は
、
平
成
14
年
に
反
対
意
見
に

よ
っ
て
中
止
に
な
っ
て
以
来
、

９
年
ぶ
り
の
開
催
。
企
画
チ
ー

ム
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
相
原
安

秀
さ
ん
（
経
済
・
２
年
）
は

「
こ
れ
ま
で
は
大
学
側
の
反
対

で
中
止
さ
れ
て
い
た
が
、
女
性

だ
け
で
な
く
男
女
両
方
か
ら
選

び
名
称
も
変
更
す
る
こ
と
で
、

制
限
付
き
で
は
あ
る
が
Ｏ
Ｋ
に

な
っ
た
」
と
、
開
催
に
こ
ぎ
つ

け
る
ま
で
の
苦
労
を
話
し
た
。

開
催
場
所
は
11
月
12
日
の
メ
イ

ン
ス
テ
ー
ジ
。
事
前
の
選
考
に

よ
っ
て
選
ば
れ
た
男
女
４
人
ず

つ
の
候
補
者
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ッ
ク
や
自
己
Ｐ
Ｒ
を
行

２０１１年（平成 23 年）１０月３日　第１１５号

は
、『
徳
島
編
』
は
８
月
19
日

か
ら
22
日
ま
で
、「
寄
せ
場
と

野
宿
の
現
場
で
希
望
を
学
ぶ

『
大
阪
編
』」
は
26
日
か
ら
29
日

ま
で
行
わ
れ
た
。

　
「
大
阪
編
」
に
は
、
６
人

ゼロからの活動で自己成長

い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
投
票

で
「M

s.

＆M
r.C

am
pus 

K
obe

」
を
決
定
す
る
。

　

ま
た
、
ア
カ
デ
ミ
ア
館
の
食

堂
全
体
を
使
っ
た
「
お
化
け
屋

敷
」
も
登
場
す
る
。
企
画
チ
ー

ム
の
長
友
翔
さ
ん
（
理
・
２
年
）

は
「
幅
広
い
年
代
の
人
に
向
け

た
和
風
の
お
化
け
屋
敷
に
な
っ

て
い
る
。
製
作
物
の
多
さ
や
、

規
模
の
大
き
さ
が
見
物
。
新
し

い
風
を
吹
か
せ
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
嬉
し
い
」
と
話
す
。
11
月

12
日
の
午
前
11
時
か
ら
午
後
３

時
30
分
ま
で
行
わ
れ
る
。

　

他
に
も
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
横

で
の
専
門
学
生
に
よ
る
「
手
相

占
い
」、
グ
ラ
ウ
ン
ド
入
口
で

の
美
大
生
に
よ
る
「
フ
ェ
イ
ス

ペ
イ
ン
ト
」
と
い
っ
た
、
力
の

入
っ
た
企
画
が
催
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
、
今
回
の
六

甲
祭
で
は
新
た
に
テ
ー
マ
の
公

募
が
行
わ
れ
た
。
約
700
個
の
案

が
集
ま
り
、
実
行
委
員
の
選
定

に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
諦
め
た
ら
そ
こ
で

あ
と
の
祭
で
す
よ
」。
六
甲
祭

実
行
委
員
長
の
森
本
智
弥
さ
ん

（
法
・
３
年
）
は
「
今
ま
で
と

講演会のゲストであるデーモン閣下氏（提供＝六甲祭実行委員会）

加者は建設作業だけでなく、必要な資金を創出しなければならない。そのた
め現地での活動前に、ビジネスプランの検討会を行う。検討会で参加者は建
設資金を稼ぎ、さらに社会貢献にもつながるプランを考える。優秀だったプ
ランをＨＥＲＯの協力で改良後、現地での実行に移す。また、インターネッ
ト上で 500 円の出資を募る活動も行われる予定。
 　カンボジアでは長く続いた内戦のために、特に農村部で学校が不足して
いる。責任者の岩田賢吾さん（発達・2 年）は、「カンボジア政府もこのよ
うな学校建設プロジェクトを歓迎している。貧困、社会貢献や途上国支援に
興味がある方、なによりやる気があるアツい方に参加してもらいたい」と話
した。参加を申し込むには、アイセック神戸大委員会公式ＨＰの応募フォー
ムからまずプレエントリーを済ませる。また 10 月 11、17 日の昼休みには、
国際文化学部で説明会が開かれる。詳しくは公式サイトまで。　【石橋雄大】

　

11
月
12
、
13
日
に
六
甲
台
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
る
第
32
回
六
甲
祭
。
講
演
会
に
は
デ
ー
モ
ン

閣
下
氏
、
プ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ 

Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
」
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
盛
大
な

２
日
間
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。ま
た
、実
行
委
員
会
企
画
に
は
、「M

s.

＆M
r.C

am
pus K

obe

」や
、

「
お
化
け
屋
敷
」
な
ど
、
今
年
な
ら
で
は
の
魅
力
的
な
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
。

　

12
日
の
講
演
会
で
は
、
悪
魔

で
あ
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

デ
ー
モ
ン
閣
下
氏
が
登
場
す

る
。
同
氏
は
、
26
年
前
に
地
球

デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
、
ヘ
ヴ
ィ

メ
タ
ル
を
中
心
に
様
々
な
分
野

で
活
躍
す
る
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト

で
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
。 

講

演
会
は
、
開
場
午
後
１
時
半
、

開
演
は
午
後
２
時
か
ら
で
、
出

光
佐
三
記
念
六
甲
台
講
堂
で
行

わ
れ
る
。

　

一
方
プ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
に
出

演
す
る
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ 

Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
」
は
、
平
成
10
年
に

結
成
し
た
４
人
組
の
ロ
ッ
ク
バ

ン
ド
。
プ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
は
13

日
午
後
４
時
か
ら
、
六
甲
台

キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ウ
ン
ド
メ
イ

ン
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
、
六
甲

祭
の
最
後
を
飾
る
。
入
場
料
は

無
料
、
整
理
券
な
し
。

新
企
画
続
々

デ
ー
モ
ン
閣
下
講
演
へ

待
望
の
ミ
ス
キ
ャ
ン
復
活

六甲祭迫る

釜
ヶ
崎
を
見
学

は
違
う
方
向
性
の
、
真
面
目
か

ら
は
一
歩
外
れ
た
も
の
を
選
ぶ

こ
と
が
出
来
た
」
と
、
手
応
え

を
感
じ
た
様
子
。
最
後
に
、
六

甲
祭
の
開
催
を
前
に
し
た
気
持

ち
を
聞
く
と
、
自
信
を
持
っ
て

答
え
た
。「
今
ま
で
積
み
重
ね

ら
れ
て
き
た
も
の
が
あ
る
。
不

安
は
な
い
」。

　
【
松
永
さ
と
み
、
香
月
隆
彰
】

余
が
参
加
し
、
釜
ヶ
崎
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
通

し
て
野
宿
者
の
現
実
を
学
ん

だ
。
最
終
日
は
、長
居
公
園（
大

阪
府
）
近
く
に
あ
る
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
「
オ
シ
テ
ル
ヤ
」
を
訪

問
。
長
居
公
園
の
テ
ン
ト
村
が

一
斉
に
撤
去
さ
れ
た
２
０
０
７

年
の
行
政
代
執
行
が
テ
ー
マ
の

映
画
を
鑑
賞
し
た
ほ
か
、
実
際

に
テ
ン
ト
村
跡
地
を
見
学
し

た
。

　

早
津
和
輝
さ
ん
（
経
済
・
１

年
）
は
「（
野
宿
者
ら
は
）
話

を
き
け
ば
き
く
ほ
ど
、
一
人
ひ

と
り
濃
い
人
生
を
送
っ
て
い

た
。『
野
宿
者
は
恐
い
』
な
ど

は
論
外
で
、
彼
ら
に
は
教
わ
る

べ
き
こ
と
し
か
な
か
っ
た
」
と

話
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
【
田
中
郁
考
】 

　

関
西
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ー
ス
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
２
０
１
１
（
Ｋ

Ｂ
Ｃ
Ｃ
11
）
の
中
間
報
告
会

が
、
９
月
21
日
に
ロ
ー
ト
製
薬

株
式
会
社
の
大
阪
本
社
で
開
催

さ
れ
、
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

た
学
生
約
40
人
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
が
プ
ラ
ン
の
途
中
経

過
を
発
表
し
て
社
員
か
ら
講
評

を
受
け
る
こ
と
で
、
プ
ラ
ン
の

洗
練
を
図
る
も
の
。
10
月
16
日

に
神
戸
大
で
行
わ
れ
る
本
戦
優

勝
を
目
指
す
。

　

神
戸
大
か
ら
の
参
加
者
は

「
本
戦
で
プ
ラ
ン
を
採
用
さ
れ

た
い
」
と
語
っ
た
。
本
戦
観
覧

希
望
は
Ｋ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
公
式
サ
イ
ト

ま
で
。　
　
　
　
【
片
山
孝
章
】

　

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
室

主
催
の
「
地
域
に
根
差
し
人
に

学
ぶ
実
践
塾
」
が
行
わ
れ
た
。

社
会
問
題
を
現
場
で
学
ぶ
合
宿

形
式
の
塾
で
、
例
年
夏
季
休
業

中
に
２
回
開
催
さ
れ
る
。
今
年

　アイセック神戸大委員会では、カンボジア学校
建設プロジェクトの参加者を募集している。参加
者は、2 月初旬から 3 月末に現地での建設作業と
それに先立って建設資金を集める活動を行う。
　このプロジェクトは、ＮＰＯ法人ＨＥＲＯと共
同で運営される。特徴はゼロからの学校建設。参

東日本大震災

ロ
ー
ト
製
薬
で

ビ
ジ
コ
ン
開
催

の
弊
害
が
な
い
。
大
学
が
地
域

社
会
で
持
つ
特
長
を
活
か
し

て
、
息
の
長
い
防
災
・
減
災
と

復
興
に
取
り
組
む
事
が
大
事
だ

と
考
え
る
」。

　

で
は
神
戸
大
に
何
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
。

　
「
神
戸
大
の
強
み
は
総
合
大

学
で
あ
る
点
。
こ
の
た
め
、
多

分
野
間
の
連
携
を
ま
ず
学
内
で

率
先
し
て
行
い
、
そ
の
枠
組
み

を
用
い
て
関
西
の
大
学
間
を
つ

な
い
で
、
現
地
を
支
援
す
る
体

制
を
構
築
し
て
い
く
責
務
が
あ

る
と
思
う
。
互
い
に
学
び
、
互

い
に
協
力
し
て
、
関
西
の
大
学

と
一
緒
に
大
震
災
復
興
の
た
め

の
広
域
連
合
を
推
進
す
べ
き
だ

ろ
う
」
と
田
中
教
授
は
言
う
。

　
「
神
戸
大
の
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ

が
発
揮
さ
れ
る
べ
き
」。
か
つ

て「
震
災
」で
学
生
44
人
を
失
っ

た
神
戸
大
。
今
、
そ
の
真
価
が

問
わ
れ
て
い
る
。【
田
中
郁
考
】

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
半
年
以
上
が
過
ぎ
た
。
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
大
規
模
災
害
で
、
現
在
も
爪
痕
は
残
る
。
関
西
の

多
く
の
大
学
が
復
興
支
援
へ
の
り
だ
し
て
お
り
、
神
戸
大
も
ま

た
、
か
つ
て
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
大
学
と
し
て
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
都
市
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長

で
あ
る
田
中
泰
雄
教
授
の
話
を
も
と
に
、
神
戸
大
の
、
ひ
い
て

は
関
西
の
大
学
の
支
援
の
あ
り
方
に
迫
っ
た
。　
　
　
　
　

震災と大学

「
地
域
に
根
差
し

人
に
学
ぶ
実
践
塾
」

長居公園テント村跡地を見学する参
加者ら（8 月 29 日・長居公園で　
撮影＝田中郁考）

カンボジアに学校建設
ア
イ
セ
ッ
ク

分
野
、
業
種
、
活
動
で
被
災
地

と
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

い
う
。

　

神
戸
大
は
公
欠
制
度
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
定
期
的
な
派

遣
を
は
じ
め
様
々
な
支
援
に
乗

り
出
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ

ど
ま
で
大
規
模
で
多
様
な
被
害

が
出
る
と
、
一
つ
の
大
学
だ
け

で
完
結
し
て
い
て
は
よ
り
効
果

的
な
支
援
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
。「
多
く
の
災
害
経
験
大
学

が
連
携
し
て
、
東
北
を
支
援
す

る
こ
と
が
必
要
。
こ
の
た
め
の

枠
組
み
作
り
が
、
行
政
分
野
の

関
西
広
域
連
合
と
比
べ
て
、
大

学
関
係
で
は
遅
れ
て
い
る
」。

　

ま
た
、
大
学
は
ほ
か
の
機
関

で
は
で
き
な
い
息
の
長
い
支
援

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
大
学
関
係
者
の
み
が
地
元
で

非
常
に
長
く
活
躍
で
き
、
自
治

体
や
政
府
役
人
の
よ
う
に
、
職

務
を
３
年
毎
に
交
替
す
る
な
ど

都市安全研究センター
田中泰雄教授
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ま
さ
か
の
４
位

４
連
覇
な
ら
ず

　

準
決
勝
で
の
Ｐ
Ｋ
戦
、
神
戸

大
は
後
攻
。
４

－

５
で
迎
え

た
５
人
目
の
キ
ッ
カ
ー
は
主
将

の
松
本
。
張
り
つ
め
た
空
気
の

な
か
、
軽
く
助
走
を
つ
け
て
低

め
の
軌
道
へ
ボ
ー
ル
を
の
せ

た
。
が
、
キ
ー
パ
ー
、
ま
さ
か

の
阻
止
。
直
後
、
松
本
は
頭
を

抱
え
、
こ
の
瞬
間
に
全
日
本
連

覇
は
止
ま
っ
た
。

　

前
日
か
ら
何
か
が
お
か
し

か
っ
た
。
予
選
の
対
山
口
大
戦

で
Ａ
満
田
（
経
営
・
４
年
）
が

レ
ッ
ド
カ
ー
ド
で
一
発
退
場
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
出
場
停

止
処
分
と
な
り
、
攻
撃
の
要
で

あ
る
満
田
抜
き
で
戦
う
こ
と

に
。
チ
ー
ム
の
決
定
力
は
大
き

く
落
ち
た
。

　

準
決
勝
、
前
後
半
を
通
し
て

ペ
ー
ス
を
握
り
つ
つ
も
、
な
か

な
か
点
に
つ
な
が
ら
ず
逆
に
失

点
。
１

－
２
で
迎
え
た
終
了

40
秒
前
、
Ｐ
渡
部
（
工
・
３
年
）

の
こ
ん
身
の
ゴ
ー
ル
で
な
ん
と

か
追
い
付
き
Ｐ
Ｋ
戦
へ
つ
な
い

だ
。
「
Ｐ
Ｋ
は
好
き
」
と
言
う

キ
ー
パ
ー
の
Ｇ
湯
浅
（
工
・
３

年
）
。
し
か
し
、
こ
の
日
は
１

本
も
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

３
位
決
定
戦
は
山
口
大
と
対

戦
。
神
戸
大
は
来
年
を
見
越
し

て
、
４
年
生
を
抜
い
た
布
陣
で

挑
ん
だ
。
だ
が
一
歩
及
ば
ず
５

－

６
で
敗
退
。
今
大
会
部
内

で
最
多
８
得
点
を
あ
げ
た
Ａ
千

草
（
経
営
・
３
年
）
は
「
今
の

３
年
生
が
引
っ
張
っ
て
い
く
ぞ

と
い
う
覚
悟
を
見
せ
た
か
っ

た
」
と
い
う
。
勝
ち
に
は
至
ら

な
か
っ
た
が
、
そ
の
言
葉
通
り

の
活
躍
を
見
せ
た
。

　

未
来
へ
の
希
望
は
見
え
る
。

ス
ー
パ
ー
セ
ー
ブ
を
連
発
し
た

湯
浅
、
ハ
ッ
ト
ト
リ
ッ
ク
を
決

め
た
Ｂ
綿
地
（
工
・
３
年
）
な

ど
３
年
生
の
個
人
技
が
光
っ

た
。
「
３
位
決
定
戦
は
後
輩
に

期
待
が
も
て
た
」
と
松
本
。

　

誰
も
が
予
想
し
な
か
っ
た

４
位
。
王
者
は
転
落
し
た
。

「
チ
ー
ム
は
去
年
よ
り
強
く

な
っ
て
い
る
」
。
大
会
前
そ
う

言
っ
て
い
た
松
本
。
事
実
、
関

西
リ
ー
グ
で
は
昨
年
よ
り
も
上

位
に
位
置
し
て
い
る
。
「
４
連

覇
は
義
務
」
（
松
本
）
。
誰
も

が
同
じ
思
い
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

敗
因
は
何
か
。
満
田
は
「
プ

レ
ー
し
て
る
選
手
は
100
％
出
せ

て
い
た
。
部
と
し
て
連
覇
を
と

ら
れ
た
け
ど
去
年
よ
り
何
が
悪

か
っ
た
と
か
は
思
わ
な
い
」
と

力
強
く
話
す
。
「
結
果
だ
け
が

つ
い
て
こ
な
か
っ
た
」
。

　

「
個
人
と
し
て
も
チ
ー
ム
と

し
て
も
何
回
り
も
大
き
く
な
っ

て
リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
。
優
勝
を

目
指
す
」
と
千
草
。
栄
光
を
取

り
戻
す
た
め
、
思
い
を
つ
な
い

で
い
く
。　
　

 

【
田
中
郁
考
】

 

関
西
学
生
ア
メ
フ
ト
リ
ー
グ

第
２
節
、
神
戸
大

－

関
西
大

が
９
月
18
日
、
エ
キ
ス
ポ
フ

ラ
ッ
シ
ュ
フ
ィ
ー
ル
ド
（
大
阪

府
）
で
行
わ
れ
た
。
神
戸
大
は

第
１
Ｑ
に
Ｆ
Ｇ
、
第
２
Ｑ
に
Ｔ

Ｄ
を
決
め
９
点
を
先
制
し
た

が
、
そ
の
後
は
試
合
の
主
導
権

を
握
れ
ず
16

－

30
で
敗
れ
た
。

第
１
節
、
京
都
大
戦
も
13

－

26
で
落
と
し
て
お
り
、
神
戸
大

は
連
敗
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　

出
足
は
快
調
だ
っ
た
。
試
合

開
始
の
キ
ッ
ク
オ
フ
の
ボ
ー
ル

を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
Ｗ
Ｒ
麻
生

（
工
・
２
年
）
が
好
リ
タ
ー
ン

を
見
せ
、
最
初
の
攻
撃
で
Ｆ
Ｇ

を
決
め
た
。
そ
の
後
の
キ
ッ
ク

プ
レ
ー
で
は
、
萬
谷
ヘ
ッ
ド

コ
ー
チ
が
「
向
こ
う
が
警
戒
し

て
い
な
か
っ
た
」
と
話
し
た
よ

う
に
、
相
手
の
意
表
を
つ
く
オ

ン
サ
イ
ド
キ
ッ
ク
を
成
功
。
連

続
し
て
攻
撃
権
を
獲
得
し
勢
い

に
乗
る
。
第
２
Ｑ
に
は
Ｒ
Ｂ
羽

星
（
発
達
・
３
年
）
が
ラ
ン

Ｔ
Ｄ
を
獲
得
。
昨
年
、
０

－

42
で
敗
れ
た
相
手
に
リ
ー
ド
を

奪
い
、
神
戸
大
の
ス
タ
ン
ド
は

湧
き
上
が
っ
た
。
し
か
し
、
直

後
に
関
大
の
Ｗ
Ｒ
髙
崎
に
キ
ッ

ク
オ
フ
リ
タ
ー
ン
Ｔ
Ｄ
を
奪
わ

れ
る
と
、
そ
こ
か
ら
試
合
は
関

大
ペ
ー
ス
。
神
戸
大
は
逆
転
を

許
し
、
さ
ら
に
失
点
を
重
ね
、

後
半
の
反
撃
も
Ｏ
Ｌ
が
機
能
せ

ず
、
Ｔ
Ｄ
１
本
に
抑
え
込
ま
れ

た
。

　

「
Ｏ
Ｌ
が
相
手
を
と
め
て
、

も
っ
と
パ
ス
や
ラ
ン
を
上
手
く

使
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
話

し
た
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
。
神
戸
大

の
パ
ス
と
ラ
ン
を
生
か
す
に

は
、
Ｏ
Ｌ
陣
の
奮
起
が
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
主
力
選
手
に
け

が
人
が
い
る
た
め
に
、
控
え
の

下
回
生
が
出
場
す
る
厳
し
い
状

況
。
そ
れ
で
も
Ｓ
Ｆ
梅
本
主
将

（
経
営
・
４
年
）
は
「
勝
た
な

い
と
意
味
が
な
い
。
練
習
か
ら

勝
つ
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
」

と
力
強
く
語
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

 

【
石
橋
雄
大
】

10
連
覇
を
止
め
ら
れ
ず
、
悔
し

さ
が
残
る
試
合
と
な
っ
た
。

　

４
年
目
に
し
て
優
勝
を
手
に

し
た
武
田
は
、
ま
ず
一
言
目
に

「
や
っ
と
で
す
よ
」
と
安
堵
を

交
え
た
表
情
で
口
に
し
た
。
そ

れ
も
そ
の
は
ず
、
１
年
時
は
３

位
、
３
年
時
は
準
優
勝
と
こ
れ

ま
で
あ
と
一
歩
の
所
で
優
勝
を

逃
し
て
き
た
か
ら
だ
。

　

決
勝
戦
で
は
日
頃
か
ら
練
習

を
共
に
し
て
い
る
後
輩
で
あ
る

佐
々
木
と
の
勝
負
と
な
り
、
２

―
１
で
勝
利
し
た
。

　

「
（
後
輩
が
決
勝
戦
に
残
る

ま
で
）
が
ん
ば
っ
て
き
て
く
れ

た
し
、
後
輩
と
戦
え
る
の
は
す

ご
く
嬉
し
か
っ
た
」
と
武
田
は

言
う
。
女
子
部
員
が
少
な
く
、

練
習
も
厳
し
い
な
か
、
積
み
重

ね
た
努
力
が
結
果
と
し
て
表
れ

た
。
「
本
大
会
で
先
輩
と
戦
え

る
の
は
最
後
だ
か
ら
絶
対
に
当

た
り
か
っ
た
」
と
い
う
佐
々
木

の
思
い
も
通
じ
、
今
大
会
で
得

た
も
の
は
大
き
い
に
ち
が
い
な

い
。　
　
　
　

【
板
東
未
弥
】

　

９
月
25
日
、
神
戸
大
海
事
科

学
部
体
育
館
で
第
43
回
全
国
国

立
大
学
日
本
拳
法
選
手
権
大
会

が
行
わ
れ
た
。
女
子
個
人
戦
で

武
田
友
里
（
発
達
・
４
年
）
、

佐
々
木
里
菜
（
発
達
・
２
年
）

ら
が
健
闘
し
、
神
戸
大
が
１
位

と
２
位
を
独
占
し
た
。

　

神
戸
大
男
子
団
体
は
初
の
快

挙
と
な
る
準
優
勝
を
勝
ち
取
る

も
、
決
勝
戦
で
大
阪
市
立
大
の

笑
顔
が
素
敵
な
神
戸
大
生
を
紹
介
す
る
「
ス
マ
イ

ル
」
。
第
７
回
は
ゴ
ル
フ
部
の
尾
崎
諒
さ
ん
（
経
済
・

１
年
）
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｐ
を
片
手
に
取
材
に
応
じ
て
く
れ
た
尾

崎
さ
ん
。
中
学
・
高
校
で
は
で
き
な
い
ス
ポ
ー

ツ
が
し
た
く
て
ゴ
ル
フ
部
に
入
っ
た
と
い
う
。

「
ま
ず
、
神
戸
大
に
ゴ
ル
フ
部
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
を
、
何
人
の
人
が
知
っ
て
い
る
の
か
」

と
、
認
知
度
の
低
さ
に
は
悩
ん
で
い
る
よ
う

だ
。

　

週
末
に
は
コ
ー
ス
の
キ
ャ
デ
ィ
の
ア
ル
バ
イ

ト
も
し
て
い
る
。
自
分
が
懸
命
に
仕
事
を
し
て

い
る
そ
ば
で
、
客
が
突
然
け
ん
か
を
始
め
、
ど

う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
も
あ

る
ら
し
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
の
こ
れ
か
ら

の
活
躍
に
期
待
し
た
い　
　
　

【
片
山
孝
章
】

　

全
日
本
大
学
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
８
月
28
日
、
舞
洲
ア
リ
ー
ナ
（
大
阪

府
）
で
行
わ
れ
た
。
神
戸
大
は
２
勝
１
分
け
で
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
を
突
破
し
、
準
決
勝
で
高
知
大

サ
ッ
カ
ー
部
と
対
戦
。
２

－

２
の
同
点
で
も
つ
れ
こ
ん
だ
Ｐ
Ｋ
戦
で
は
、
Ｂ
松
本
主
将
（
経
営
・

４
年
）
が
蹴
っ
た
最
後
の
ボ
ー
ル
が
止
め
ら
れ
４

－

５
で
敗
北
。
昨
年
ま
で
続
い
て
い
た
３
連

覇
は
止
ま
っ
た
。
３
位
決
定
戦
で
は
山
口
大
と
対
戦
し
、
５

－

６
で
敗
北
。
最
終
成
績
は
４
位

だ
っ
た
。

ゲ
ッ
ト
に
な
っ
た
時
、
絶
対
に

取
り
た
い
と
思
っ
た
」
と
谷

端
。
こ
の
活
躍
を
胸
に
「
信
頼

さ
れ
る
レ
シ
ー
バ
ー
に
な
り
た

い
」
と
意
欲
を
見
せ
た
。

　

通
算
成
績
２
勝
０
敗
と
、
好

調
な
滑
り
出
し
。
こ
の
勢
い
を

保
て
る
か
。
【
松
永
さ
と
み
】

●関西学生アメフトリーグ

▽第2節（9月 18日・エキスポフラッシュフィールド）
　　神戸大　　3　 6 　0　 7 ＝ 16
　　関　大　　0　14  10   6 ＝ 30

●関西学生女子タッチフットボール秋季リーグ
▽第1戦（9月 11日・関学・聖和キャンパスグラウンド）
　　神戸大　　0   12    0   6 ＝ 18
　　立　命　　0    0     0　6 ＝ ６
▽第2戦（9月 24日・関学・聖和キャンパスグラウンド）  
　　神戸大　　7　14　6　14 ＝ 41 
　　京府大　　0　 0　 0　 0 ＝  0 

　　京　大     6   10    7    3  ＝  26
　　神戸大     0    7     0    6  ＝  13  

▽第 1節（9月 4日・エキスポフラッシュフィールド）

関西学生アメフトリーグ

連敗でスタート
全日本大学
フットサル大会

●全日本大学フットサル大会 　決勝トーナメント
▽準決勝（8月 28日・舞洲アリーナ）　PK

▽ 3位決定戦（8月 28日・舞洲アリーナ）
　　神戸大　3　2　＝５
　　山口大　3　3　＝６

　

関
西
学
生
女
子
タ
ッ
チ
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
第
２
戦
、
神

戸
大

－

京
都
府
立
大
が
９
月

24
日
、
関
学
・
聖
和
キ
ャ
ン
パ

ス
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
兵
庫
県
）
で

行
わ
れ
た
。
神
戸
大
は
１
年
生

の
活
躍
が
光
り
、
41

－

０
で

圧
勝
し
た
。

　

序
盤
か
ら
攻
め
の
姿
勢
で
臨

ん
だ
。
第
１
Ｑ
、
京
府
大
の
攻

撃
に
何
度
も
パ
ス
カ
ッ
ト
を
決

め
、
相
手
の
流
れ
を
封
じ
る
。

後
半
も
、
鋭
い
パ
ス
や
意
表
を

突
く
ラ
ン
で
相
手
チ
ー
ム
を
惑

わ
せ
、
最
後
ま
で
勢
い
が
落
ち

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

　

ま
た
今
戦
で
は
、
第
２
Ｑ
で

Ｗ
Ｒ
谷
端
（
発
達
・
１
年
）
が

エ
ン
ド
ゾ
ー
ン
に
滑
り
込
み
ト

ラ
イ
を
奪
う
な
ど
、
１
年
生
の

活
躍
が
目
立
っ
た
。
「
タ
ー

　　神戸大　１　１　＝２　　　　　　 ４
　　高知大　１　１　＝２　　　　　 　５

●第47回全日本学生カヌー選手権大会 
ジュニアの部（8月26日・石川県小松市木場潟カヌー競技場）
　　C1　　　500m　優勝　末澤昇悟
　　C2　　　500m　優勝　橋・末澤

タ
ッ
チ
フ
ッ
ト

滑
り
出
し
快
調

3位決定戦に負け、うなだれる選手ら（8月28日・舞洲アリー
ナで　撮影＝田中郁考）

パ
ス
を
阻
ま
れ
る
Ｗ
Ｒ
麻
生
（
９
月
18
日
・
エ
キ
ス
ポ
フ
ラ
ッ

シ
ュ
フ
ィ
ー
ル
ド
で　

撮
影
＝
佐
野
翔
）

「
や
っ
と
で
す
よ
！
」

女
子
個
人
で
悲
願
の
優
勝

日本拳法選手権
全国国立大学

●第43回全国国立大学日本拳法選手権大会
（9月 25日・神戸大学海事科学部体育館）
女子個人
　　1位　　　武田友里
　　2位　　　佐々木里菜
男子団体　　　　　　2位

Vol.7


